
佐 紀 池 の調 査 (第 101次 )

第 101次 調査 は佐紀池において行 った。佐紀池は、平城宮の西北部にある東

西 160旬 、南北 150紹 の逆 L字形を呈す る池であ る。今般 この池の北部にの

こる民有地 について、現状変更の申請があり、文化庁文化財保護部の指示に もと

ずき、その可否を きめるべ きの事前の発掘調査を行 った。

調査地区は 6ACA― W・ S地区 と6ACB地 区におよぶ。 1977年 1月 7

日か ら調査を開始 し、 3月 25日 に終了 した。

佐紀池は明治 17年にそれまで水 田であ った当地域の南側、つまり現在の一条

通 りの線上 に築堤 してつ くる新 しい池である。佐紀池の北方には御前池、下吉田

池、上吉田池が連な り、平城官造営以前 には奈良山南麓の谷筋であったことが想

定されている。第 92次調査では、一条通 りの南側で、奈良時代の池の南岸 およ

び排水 口を発見 し、佐紀池一帯が奈良時代平城宮の園池である手掛 りをえた。

今回の調査では、奈良時代の園池が佐紀池北端まで続いていること、および、

その規模が現在の佐紀池 とほぼ等 しいことが明らかとなった。 また、堰を もった

古墳時代の溝 も検 出され、当地域の古墳時代を知 る上で成果があったが、 とりわ

け、従来 この地域では未発見であった縄文式上器を検出 したことも看過 しえない

成 果で あ った。

1遺 構

佐紀池北端部の池底および これに東接す る水田に南北幅 15物、東西長 67糊

の東西 トレンチを設定 し、 さらに、東西 トレンチの東南約 30η の地点の池底に

旧園池汀線 と思ゎれる段差があるため、 ここに東西幅 6η 、南北長 26物 の南北

トレンチを設定 した。

東西 トレンチで は、浅い所で現地表下 10師、深い所で現地表下約 2靱 に遺構

面があ り、 この面で奈良時代の園池 と溝、古墳時代の溝 と土躾を検出 した。

南北 トレンチでは、北か ら南へゆるやかに傾斜す る現地表下約 40翻 に遺構面

があ り、奈良時代 の園池 と溝、古墳時代の溝を検出 した。
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a 奈良時代の遺構

奈良時代の遺構 には、園池 SG8500、 溝 SD8501、 溝 SD8502が

ある。

園池 8500は 、東西 トレンチで東西両岸を、南北 トレンチで北岸を検 ltlし た。

西岸は直線的で真南北に走 る。東岸は西岸に比べて曲折があるが、大勢 として北

で西へ約 45度ふれ る角度で走 っている。そのため、園池の東西幅は トレンチ北

壁で 43陶 、 トレンチ南壁で 55解 と、北で狭 く南で広が っている。北岸 は、東

岸が南へのびて東折す る延長線上にあり、東西に走 っている。

岸はいずれ も傾斜角約 10度 の きわめてゆるやかなもので、斜面にはこぶ し大

の小礫を敷きつめている。敷石が もっとも良 く残 っている東岸 の場合 には、粘土

質の斜面ベースに幅約 2η で礫が しきつめ られていた。西岸 と北岸の場合には敷

石の残 りが悪 く、 とくに西岸では痕跡程度に小礫が点在す る程度であったが、当

初は東岸 と同様に密に敷石があった ものと考え られ る。 また、東岸では敷石の東

狽十の岸上に大小 の 自然石が点 々と配 されており、 これによって多少 とも園池 とし

ての景観を整えていたものであろう。北岸北の岸上には直径 10～ 30切どの不整

形の石抜穴が密に接す る部分があ り、 ここでは石を並べていた可能性が強い。

東西両岸にはさまれ た池底 は、南北方向では若千南へ下 るに対 し、東西方向で

はほとん ど水平である。池底には厚 さ 1伽以下の薄い砂の堆積層があ り、砂層の

上に厚 さ約 50翻 の植物腐食層がある。植物腐食層か ら、奈良時代か ら平安時代

初期に至 る土器類 とともに、瓦増類、木製品、木簡、金属器、貨幣が出上 した。

溝 SD8501は 東西 トレンチ中央部の池底を南北 に走 る素掘 りの溝である。

幅約 40翻、深 さ約 20勤 の断面 U字形の小 さな溝で,溝 中か ら木簡 と須恵器が

出上 した。

溝 SD8502は 南北 トレンチ中央部を東西に走 る幅約 50翻、深 さ 10翻 の

浅い素掘 りの溝で、溝中か ら土帥器 と須恵器が出上 した。溝 SD8502の 埋上の

の上 には灰白色の砂層が広が ってお り、 この砂層か ら炭や焼けた木片多数 ととも

に土師器、須恵器が出土 した。 この部分 は園池池底にあたり、渇水時に ここで火
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を焚いたことがあったようである。

b 奈良時代以前の遺構

奈良時代以前の遺構には、溝 SD8520、 SD8521、 SD8526、 S

D8527、 SD8523、 堰 SX8523、 SX8524、 土ナ廣SK8525

がある。 これ らの遺構はすべて園池 SG8500の 池底面で検出された。 なお、

SD8519は 近世の溝である。

溝 SD8520は 、東西 トレンチ中央部を北か ら南へ蛇行 しなが ら流れ る、幅

約 3η 、深 さ約 60傲 の溝で、途中で 2つ に分流 したのち、 また合流す る。分流

の始点に堰 SX8524が ある。溝には茶色の有機物腐食層、灰 白色の砂層、黒

色の粘土層が互層 となって堆積 しており、各層か ら土器、木器、金属器、植物の

果実と葉、昆虫遺体が出土 した。出上 した土器類のほとん どは布留式の上師器で、

庄内式の上師器、後期弥生式上器を少量合んでいる。 ただ、溝最下層か ら布留式

の上師器が出上 し、整然 とした時期的堆積層序を示 してはいない。

堰 SX8524は 、澁 SD8520の 分流 の始点に設け られた堰である。幅 3

物の分流 の川幅い っぱいに矢板を南北一列に打ち込み、南端では大きな自然木の

根を矢板で打ちつけて固定 し、堰の部材 として利用 している。矢板は幅 10～ 15

η、厚 さ約 5翻 の秘の板材で、先端を尖 している。

溝 SD8521は 、蛇行する溝 SD8520の 西南岸にとりつ く幅 15解 、深

さ 50伽 のV字形 に近い断面を した溝で、西南から北東へ直線的に流れて SD8

520に 合流する。溝 には上下 2層 の堆積があり、下層 は小石を合んだ灰黒色の

砂層、上層 は黒色の粘土 と有機物の混 った層である。上層か ら布留式の土師器が

出上 した。

堰 SX8523は 、 SD8521が SD8520に とりつ く地点か ら南約 40

翻に作 られ た堰である。溝幅いっぱいに直径約 6伽 の丸太を一列に打 ち込んだ も

ので、丸太の先端 は尖 っている。 SX8523の 北 30師の地点 にはこれ と平行

す る堰があ った らしく、直径 5～ 6翻 の円形の ピットが一列に並んでいる。 SX

8523の 前身の堰であろう。
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第 6図 第 101次調査遺構図
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第 7図 第 101次調査位置図



第 8図  第 101次調査遺構、上は奈良時代池の

汀線、下は古墳時代木器の出土状況



溝 SD8526と SD8527は 南北 トレンチで検出 した素抑 りの東西溝であ

る。遺杉は出土 しなか ったが、層位的には奈良時代以前の ものである。

土頗 SK8525は 、東西 トレンチ南端で溝 SD8520の 西に接す る桁円形

の土頬である。短径 17物 、長径 3物 、深 さ 6092で 、有機物を含む黒色の粘土

が堆積 していた。遺物はないが、古墳時代ない し弥生時代の ものと考え られ る。

■ 遺 物

今回の調査では、縄文式土器か ら近世 に至 るまでの各種の遺物を得 たが、 ここ

では園池 SG8500と 古墳時代溝 SD8520出 土の遺物、縄文式土器を中心

に報告す る。

a SG8500出 上の遺 7/2

1 瓦靖類

SG8500堆 積層か ら、軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦、 専などの瓦埓類が少

量出土 した。 このうち軒丸瓦は、 6282型 式 1点、 6225型 式 1点、 631

4型式 2点、 6134-B型 式 1点、型式不明 4点の計 9点である。幹平瓦は、

6663-C型 式 1点、 6682型 式 1点、 6642型 式 1点、 6779型 式 1

点の計 4点である。

土器類

SG8500か ら土師器、須恵器が出上 した。出土量 も少 な く、 また大部分が

小破片であるが、年代 のわかる最 も古いものには神亀年間頃 と推定 される須恵器

蓋 Aが あ り、最 も時期の下 るものには 9世紀 中頃の上師器杯 Aが ある。

墨書土器でほぼ完形に近いものが 1点ある。天平末年頃に編年できる土師器皿

AIで、底部外面 中央に「天平十八年」 の紀年があり、内面には土器の器名 と数量

を記 している。辛櫃に納めた容器の品 目と数量を記 したものであろう。

墨書土器釈文
 高佐良九   匡

佐良八    佐良対
〔櫃力〕毛比対    毛比汁

(内面)・ 二辛匠 9宛形 世    片真利廿

堅書蓬貴= 
範五柄
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彿 面)。 天平十八年潤九月甘七日□□匡

木簡

木簡は 2点 ある。 1点 は習書風の もので、多数文字があるうち、「小」のみが

判読できる。 もう 1点 は文様風の もので、直線数本 どうしを斜格子風に細み合わ

せたもので ある。

木製品

木製品には、下駄 2点、到物破片 2点、甑底板 2枚、曲物底板 5点、削 り掛 け 2

点などがある。他 に中世に下 ると思ゎれ る外面に朱文を もった黒漆椀が 1点、 S

G8500か ら上の層か ら出上 している。

金属製品

金属製品には鉄鎌 1点 があり、貨幣では神功開宝 が 1点出上 している。

b SD8520出 上の遺物

土器類

SD8520出 上の上器のほとん どは布留式に属する土師器で、奏、壷、小形

丸底壷、高杯、鉢 があり、奏の中にはいわゆるS字状 日縁をもつ ものが少数ある。

他に庄内式 に属す る土師怒甕・ 壷、後期弥生式土器の奏が少数ある。

木製品

木製品には鋤、 きぬた、ちきり、梯子、台板状木製品があ り、他に建築部材 と

推定され る板状品 もある。また、木製品ではないが、瓢箪 も 1点出上 している。

鋤 にはスコップ形の柄身共づ くりのもの と、なすび形の着柄鋤 とがある。前者

にはほぼ完形 に近 いもの 2点、身の先端部破片 2点 があり、後者には完形品 1点、

破片 1点 がある。 なすび形の鋤は長さ 8 5 tv2の 長大なもので、形式的には庄内式

の時期に属すると推定され る。 きぬたは 2点 とも柄の先端に もどりのあ る形式で

ある。 ちきりは 2点、梯子 は 1点で ともに破片である。台板状木製品は平 らな板

の下面に断面台形 の大 く短い脚を 2本、下駄の歯状に削 り出 したものである。以

上が SD8520出 上の木製品だが、完形品の多い こと、未成 品のないことが特

徴的である。
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第 9図 第 101次調査出土古墳時代土師器
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SD8520南 岸の斜而か ら、小形の素文鏡が 1点 出上 した。直径 2.8翻、厚

さ 0 5 alnの 薄手、小形の もので、鏡背に鉦がつ く。 白銅色を呈 し、錆 もない。 X

線放射化分折では、錫 に比 して鉛が多いことが知 られ、成分的には 日本製の三角

縁神獣鏡 と近いことが指摘できる。

縄文式上器

東西 トレンチで、土層観察のために SG8500の 池底を部分的に掘 り下げた

時 に、出土 した。 SG8500の ベースは灰白色の粘上で、粘上の下 は砂 とバ ラ

スが堆積 しており、 このバ ラス層から出土 したものである。

総数 12点で、いずれ も小片であ り、器面の荒れが激 しいが、器種のわかるも

のに鉢形土器があ り、総 じて縄文時代中期に属す るものである。

Ⅲ ま と め

今回の調査によって佐紀池北端部に奈良時代の園池があったことが明 らかとな

ったが、調査面積が少 ない こともあって、今回の調査結果だけか らは園池の全体

的規模は知 り難い。 しか し、佐紀池の東の水田地域については、第 2次調査、第

81次調査が行なわれ、佐紀池の南側では第 92次調査がある。 こうした発掘調

査以外に も、平城宮造営以前の旧地形の研究 もなされてお り、明治 14年 の地籍

図や現在に残 る遺存地割な どを合めて、園池の規模をかんがえてみたい。

a 平城宮造営以前の当地域は、北か ら南へのびる奈良山丘 陵の谷筋 にあたる。

第 2次調査において、佐紀池東岸 までの地域が埋立てられていることが明かにさ

れている。推定第一次内裏地域の調査の進展にともない、和銅当初にはこの地域

が形成 されており、池形 もこの ころに整 ったとみなければならない。

園池の南岸は、部分的だが第 92次調査で検出 した。 ただ し、提を築 き水 F]を

設けるのは天平末年頃に比定 された。今回の所見か らすれば もう少 し時期が線上

る可能性がある。

西岸南部では、第 98-3次 調査がある。その位置 は半島状に突出 した先端部

にあたり、盛上ではな く丘陵の地山であることを確かめた。 このあたりは、池底

面か ら 3切程度高くなっている。明治 14年 の地籍図では現在の佐紀池一帯 および
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道路を隔てた西側の水 田が ともに「池 田」の小字名を もち、両者 とも園池内であ

った可能性を示す。 このように考えると両者にはさまれた小台地 は半島形 となる。

園池の規模についてのべたが、ほぼ現状の池形が奈良時代に存在 した ことはま

ちがいない。園池北端の東西幅 と現状の御前池南岸幅および高低については段差

があ り、両者の連結点には堰ない しは築提を予想せ ざるをえない。

b つぎに園池 SG8510の 造営時期におゝれ よう。開池東岸の盛土造成は第

2次調査によって和銅当初 とされ、第 92次調査の結果 と矛盾 しない。南面に築

堤 して整備する時期について第 92次調査では天平未年に比定 した。 しか し今 回

敷石をおおう植物腐食層か ら「天平十八年」の墨書土器が出土するとともに、神

亀年間の須恵器 も発見 され ているので、天平末 年 よりも古い時期に護岸がなされ

ていたことは確実である。 この地域が和銅創建の推定第一次内裏築地回廊の西に

位置 していることからも、同様にかんがえ られる。その後、園池は奈良時代を通

じて存続 し、平城上皇の後 もしば らくは池 としての生命を維持 しているとかんが

えてよかろう。

C 東院の園池 SG5800や 左京三条二坊六坪の園池 SG1504と 比較す

れば、規模が雄大であり、 自然地形を巧みに利用 している点に大 きな相違点があ

り、その性格 も自から異なるもとと推察される。

『 続 日本紀 』天平 10年 の条 に「秋七月癸酉。天皇大蔵省に御 し相模を覧す。

晩頭 に転 じて西池官に御す」 とあ る。「西の池の官」についての記事 は これが唯

―であり、詳 しくわか らない。平城宮の西辺については、第 14次調査以降かな

り調査 したが、園池に見合 う遺構はない。園池 SG8500は 官の西北にあり、

位置的に合致す る。以上のような ことか ら、今回検出 した園池は「西池宮」であ

る可能性が高い。
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